
別紙様式 

 

 

１ 実施体制 

２ 事業内容 

開催期間 令和４年７月９日～令和４年１０月２２日 

参加者数等 定員  ４０名 応募者数  ４６名 

 参加者数 ４年１９名 修了者数 ４年１９名 

  ５年１０名  ５年１０名 

  ６年１５名  ６年１５名 

３ 実施内容 

１日目 
開催日時 ７月９日（土） 

10:00～12:45（入学式含む） 

写真 

 

 

 

 

 

  

生
き
方
学
・ 

ふ
る
さ
と
学 

会場 駿河台大学 

講義名 飯能の森、フィンランドの森 

講師 駿河台大学 スポーツ科学部 

教授 平井 純子先生 

２日目 開催日時 ７月３０日（土）10:00～12:00 写真 

 

 

 

 

 

  

ふ
る
さ
と
学
・ 

生
き
方
学 

会場 駿河台大学 

講義名 油絵を描いてみよう！ 

～飯能で活躍する画家から学ぶ絵

画教室～ 

講師 飯能絵画連盟 会員 

３日目 開催日時 ９月 1０日（土）10:00～12:00 写真 

 

 

 

 

 

  

は
て
な
学 

会場 株式会社 OH 

講義名 OH!!!で体験～発酵食品ってなに？

～ 

講師 株式会社 OH職員 

 

子ども大学はんのう 
学長 城井 光広（駿河台大学 副学長） 

副学長 中村  力（飯能市教育委員会 教育長） 

子ども大学はんのう実行委員会 

実行委員長 木﨑 幸長（飯能商工会議所） 

実行委員 

（関係団体） 

飯能市教育委員会、駿河台大学、飯能商工会議

所、飯能信用金庫 

令和４年度 子ども大学はんのう 

気候ゲーム中 

描いた作品を見せ合う 

キムチづくり体験 
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４日目 開催日時 10月８日（土）10:00～12:00 写真 

 

 

 

 

 

  

生
き
方
学 

会場 駿河台大学 

講義名 「アルティメット」 

～新しいスポーツの体験～ 

講師 駿河台大学 スポーツ科学部 

准教授 小丸 超 先生 

 

５日目 
開催日時 10月 22日(土)10:00～12:00 

12:15～12:30 修了式 

写真 

 

 

 

 

 

  

生
き
方
学 

会場 駿河台大学 

講義名 「経済」ってなぁに？～お金の大切

さを考えよう～ 

講師 飯能信用金庫 所沢松井支店   

四本松(しほんまつ) みなみ 先生 

４ 新型コロナウイルス感染症対策（工夫した点や苦慮した点など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 参加者の声 

参
加
し
た
子
供
の
声
（
感
想
） 

・大学生の人たちと一緒に楽しく学ぶことができた。 

・他校に友達ができたこと、講義 1つ 1つにも学びがあり、学校とはひとあじ違う学びができ

て楽しかったし成長できた。 

・学校ではできない講義や体験ができ、色々なことを知れた。学校ではコロナで色々なことが

できなくなっていたので来年もできればやりたいと思った。 

・たくさんの学校の友だちとなかよくふれあえたことが良かった。 

・フィンランドの森のことを学んでとても楽しかったし、フィンランドに行ってみたいと思っ

た。 

・油絵は、なかなか描ける機会がないのでとても楽しく、新鮮な感じだった。 

・全部の講義が楽しかったが、めったにできない発酵食品づくりができたことはとても楽しか

った。 

・新しいスポーツを通して勝つことができたし、チームで仲良くできて良かった。 

・アルティメットはとても難しかったけど、とても楽しくいい運動になった。    など 

チームに分かれて試合体験 

お金についての講義に耳を傾ける 

手指消毒をこまめに行うよう促した。 

大学の施設をお借りしたので、大学の使用に併せたかたちで実施した。 

修了式の修了証書授与については、代表者のみの受領とし、ほかの参加者には机の上に置くかたちを

とった。 
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保
護
者
の
声
（
感
想
） 

・小 5になり、心の変化や成長に伴い、知らない子供たちに会うのは「恥ずかしい」からスタ

ートした。でも、毎回終了後には「ママ、ありがとう」が聞けるようになり、充実した内容だ

ったのがうかがえた。 

・新しい事をするときは不安からか前日までソワソワしているような子が、子ども大学で参加

した講義で色々な体験をして新しいことをするときにソワソワしなくなった。自身に繋がって

いるのかなと思う。 

・人見知りで習い事もしていなく、最初は不安だったので友達と申し込んだ。始まってみると

親が心配する程でもなく馴染んでいた。申し込んでよかった。 

・子供は「大学」と聞いて勉強しないといけないと思い入学を嫌がったが無理矢理申し込んだ。

始まると楽しいみたいで行く時間になると進んで準備するようになった。 

・申込当初は全ての講義に興味があったわけではなかったので楽しめるか心配であったが、大

学の雰囲気がとても良かったようですべてに積極的に参加できた。 

・自分の学校内だけではない、地域の広がりからもっと広範囲の世界や考え方に興味を示すよ

うになった。 

・講義を通して興味の幅が広がり、自分でも積極的に興味のあるものについて調べるようにな

った。                                     など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


